
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
著
者
が
過
去
二
十
年
以
上

に
わ
た
っ
て
、
近
世
尾
張
方
言
を
扱
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
著
者
の
指
摘

に
よ
れ
ば
、
従
来
の
近
世
期
方
言
の
研
究
で
は
、
前
期
上
方
語
、
後
期
江
戸

語
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
周
辺
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
東
西
両
方
言

の
緩
衝
地
帯
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
も
っ
と
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
。
著
者
は
そ
の
点
に
着
目
し
、
自
ら
発
掘
し
た
尾
張
の
資
料
を

中
心
に
考
察
を
進
め
、
近
隣
の
美
濃
・
三
河
・
伊
勢
の
方
言
に
つ
い
て
も
、

上
方
語
と
の
比
較
対
照
と
い
う
手
法
を
用
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
地
域
に
つ
き
、
第
一
部
資
料
論
（
尾
張
と
そ
の
周
辺
地
域

の
資
料
構
造
・
方
言
資
料
と
し
て
の
尾
張
戯
作
類
・
説
教
記
録
『
お
経
様
』

・
雑
俳
資
料
）
、
第
二
部
尾
張
近
辺
を
主
と
す
る
近
世
期
方
言
の
諸
相
（
音

韻
・
音
便
・
活
用
・
表
現
法
・
待
遇
表
現
）
、
終
章
（
近
世
語
に
お
け
る
近

畿
・
東
海
近
辺
の
方
言
景
観
）
と
い
う
構
想
で
、
そ
の
研
究
成
果
を
展
開
し

た
。
叙
述
の
方
法
は
実
証
的
で
あ
る
と
と
も
に
慎
重
で
あ
り
、
そ
れ
が
お
の

ず
か
ら
、
先
行
研
究
の
批
判
、
修
正
、
前
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
面
が
多
い
。

〔
書
評
〕

彦
坂
佳
宣
氏
著
『
尾
張
近
辺
を
主
と
す
る
近
世
期
方
言
の
研
究
』

独
自
の
見
解
を
述
べ
る
場
合
に
も
、
他
の
研
究
者
の
説
を
よ
く
参
照
し
て
あ

る
の
で
、
独
断
的
な
点
は
見
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
近
世
語
資
料
を
用
い
て
尾
張
方
言
の
連
母
音
の
融
合
を
扱
う
場

合
、
芥
子
川
律
治
氏
『
名
古
屋
方
言
の
研
究
』
を
手
が
か
り
と
し
つ
つ
も
、

芥
子
川
氏
が
「
雪
隠
へ
は
へ
る
を
見
て
お
っ
た
か
ら
…
滑
稽
祇
園
守
」
な
ど

の
傍
線
部
の
表
記
に
つ
き
、
「
ア
イ
が
〔
３
亜
〕
の
例
」
と
見
て
い
る
の
に
対

し
て
、
著
者
は
「
あ
る
程
度
の
変
母
音
の
存
在
」
は
想
定
し
な
が
ら
、
「
〔
こ

う
い
う
例
だ
け
で
は
〕
確
例
と
言
え
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
が
」
と
い

う
よ
う
に
、
慎
重
な
構
え
を
示
し
て
い
る
。
仮
名
表
記
か
ら
、
過
去
の
時
代

の
音
韻
の
実
態
を
把
握
す
る
の
が
難
し
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に

つ
き
大
胆
に
な
り
や
す
い
こ
と
へ
の
警
鐘
と
し
て
、
貴
重
な
見
解
で
あ
る
。

（
脳
～
脳
泙
）

以
下
、
従
来
の
方
言
研
究
の
成
果
な
ど
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
私
見
を
述
べ

ブ
（
》
Ｏ

著
者
は
近
世
の
方
言
に
つ
き
、
当
時
の
文
献
資
料
に
基
づ
く
記
述
を
進
め

日
野
資
純

五
七



な
が
ら
、
当
該
地
域
の
現
在
に
お
け
る
方
言
の
状
況
に
つ
い
て
も
述
べ
る
こ

と
が
多
い
。
例
え
ば
雑
俳
資
料
（
第
一
部
）
「
掃
溜
燃
ス
嗅
サ
」
（
法
華
寺

た
ま
か
し
は
・
四
）
の
「
嗅
サ
」
を
方
言
形
「
カ
ザ
」
と
考
え
（
師
泙
）
、

こ
れ
に
関
す
る
言
語
地
理
学
的
な
研
究
の
例
と
し
て
柴
田
武
氏
『
言
語
地
理

学
の
方
法
』
等
を
挙
げ
る
が
（
踊
坪
注
（
３
）
）
、
現
在
の
方
言
に
ふ
れ
る
な

ら
、
で
き
れ
ば
自
然
談
話
の
例
ま
で
出
し
て
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
実
際
に
挙
げ

て
あ
る
近
世
語
の
文
例
と
、
直
接
対
照
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
、

さ
ら
に
有
効
で
あ
っ
た
と
思
う
。

例
え
ば
尾
張
近
辺
に
下
一
段
式
サ
変
動
詞
セ
ル
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
、
『
東

海
道
中
膝
栗
毛
』
、
『
木
曽
街
道
続
膝
栗
毛
』
そ
の
他
の
資
料
で
述
べ
て
あ
る

が
（
剛
～
脳
坪
等
）
、
現
代
の
方
言
の
状
況
に
つ
い
て
は
国
立
国
語
研
究
所

刊
『
日
本
言
語
地
図
』
蒟
を
引
い
て
「
東
海
西
部
地
域
に
そ
の
分
布
は
厚
い
」

と
し
て
あ
る
（
噸
泙
）
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
で
大
筋
は
わ
か
る
の
だ
が
、
欲
を

言
え
ば
、
そ
の
上
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
『
全
国
方
言
資
料
第
三
巻
東
海
北
陸
編
』

（
一
九
六
六
年
刊
）
所
収
の
、
愛
知
県
海
部
郡
立
田
村
小
家
の
自
然
談
話
の

例
、
「
（
地
震
で
）
ウ
チ
ガ
ア
ノ
コ
ケ
テ
マ
ッ
タ
ン
〔
倒
れ
て
し
ま
っ
た

よ
〕
ド
ー
セ
ル
ジ
ャ
ー
テ
ッ
テ
ヨ
ー
」
（
畑
泙
）
な
ど
の
実
例
が
引
い
て

あ
れ
ば
、
な
お
一
層
説
得
力
が
増
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
尾
張
方
言
の
素

人
戯
作
者
・
石
橋
庵
真
酔
の
滑
稽
本
等
で
、
名
古
屋
の
主
人
公
は
「
酒
落
た

言
葉
づ
か
い
」
と
し
て
サ
変
型
を
交
え
、
土
地
人
は
下
一
段
式
で
あ
る
と
い

う
よ
う
な
、
位
相
差
に
関
係
の
あ
り
そ
う
な
状
況
が
述
べ
て
あ
る
が
（
叫
泙
）
、

現
代
の
方
言
で
も
こ
う
い
う
使
い
分
け
が
あ
る
か
ど
う
か
、
興
味
あ
る
課
題

と
言
え
よ
う
。
な
お
、
尾
張
付
近
の
資
料
に
「
貸
す
」
を
表
す
「
貸
せ
る
」

の
例
が
頻
用
さ
れ
る
こ
と
を
各
所
で
述
べ
て
あ
る
（
ｍ
、
叩
、
獅
泙
等
）
が
、

こ
れ
な
ど
は
『
日
本
言
語
地
図
』
第
二
巻
の
苅
図
、
「
貸
す
」
の
全
国
分
布

と
対
照
さ
せ
れ
ば
、
さ
ら
に
有
益
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
、
『
日
本
言
語
地
図
』

の
こ
の
図
の
解
説
に
、
カ
セ
ル
と
い
う
語
形
は
「
文
献
で
の
傍
証
を
得
に
く

い
こ
と
」
を
難
点
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
（
『
日
本
言
語
地
図
解
説
Ｉ
各

図
の
説
明
２
』
刀
泙
）
、
著
者
の
探
究
に
よ
っ
て
有
力
な
文
献
資
料
を
補
充

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
文
献
に
よ
る
国
語
史
研
究
と
方
言
研
究
と

が
協
力
す
る
と
い
う
機
会
は
、
現
在
で
も
そ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
著
者
の
こ
う
い
う
研
究
が
現
れ
た
の
を
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
て
、
今
後
、
十
分
な
現
実
的
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
の

で
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
い
う
希
望
を
一
方
的
に
述
べ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
著
者

に
申
し
わ
け
な
い
。
す
で
に
本
書
で
は
「
尾
張
近
辺
に
お
け
る
二
・
デ
の
分

布
」
の
項
（
第
二
部
四
表
現
法
）
で
、
国
立
国
語
研
究
所
『
方
言
文
法

全
国
地
図
』
第
一
巻
と
の
つ
き
あ
わ
せ
が
し
て
あ
り
（
、
秤
）
、
『
名
古
屋
・

方
言
研
究
会
会
報
』
一
九
九
一
年
五
月
刊
第
８
号
所
収
の
著
者
の
論
文
で
も

ふ
れ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
「
現
代
方
言
の
調
査
に
た
っ
た
考
察
」
を
自
ら

予
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
（
酬
泙
）
、
こ
の
面
で
の
研
究
の
発
展
が
、
十
分

に
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
一
部
雑
俳
資
料
の
中
の
「
（
２
）
狂
俳
に
み
る
言
語
的
性
格
」

に
、
狂
俳
の
「
待
遇
表
現
」
に
お
け
る
「
文
末
詞
」
の
記
述
が
見
え
る
。
例

え
ば
、

（
１
）
松
露
捜
す
松
原
エ
イ
そ
な
申
と
船
人
来
る
嘉
永
二
浮
草
集
．

五
八



初
６
オ
（
Ⅷ
群
）

と
あ
り
、
文
末
詞
「
な
申
」
な
ど
を
挙
げ
て
、

文
末
詞
に
は
、
庶
民
の
生
き
た
こ
と
ば
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。
（
同
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
文
末
詞
を
重
視
す
る
立
場
は
、
も
と
広
島
大
学
教

授
で
あ
っ
た
藤
原
与
一
氏
と
共
通
す
る
。
藤
原
氏
は
文
末
詞
を
主
題
と
す
る

『
方
言
文
末
詞
〈
溌
〉
の
研
究
（
上
）
』
（
一
九
八
二
年
春
陽
堂
書
店
刊
）
で

日
本
語
は
、
文
の
表
現
構
造
が
、
述
部
を
後
置
す
る
、
表
現
「
文
末
決

定
」
の
構
造
で
あ
る
た
め
に
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
文
末
に
文
の
訴
え
構

造
の
特
色
が
顕
示
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
（
は
し
が
き
“
製
‐
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
彦
坂
氏
の
着
眼
点
と
通
う
も
の
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。

江
戸
語
資
料
を
永
年
扱
う
著
者
と
、
方
言
研
究
に
多
年
の
努
力
を
傾
け
る
藤

原
氏
が
、
と
も
に
文
末
部
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
、
文
の
表
現
が
人

間
の
直
接
的
な
自
己
表
現
の
基
本
で
あ
る
点
か
ら
見
て
、
言
語
研
究
の
基
本

的
立
場
の
重
視
と
い
う
見
地
か
ら
、
私
も
共
感
を
覚
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
尾
張
方
言
の
資
料
と
現
在
の
方
言
資
料
と
を
、
な
お

詳
し
く
対
比
さ
せ
て
み
た
い
。

右
と
同
じ
狂
俳
の
資
料
中
に
、
「
形
容
詞
連
用
形
音
便
」
の
、
「
は
け
し
な

る
」
（
ハ
ゲ
シ
ナ
ル
）
、
「
甘
ふ
な
る
」
（
ア
モ
ウ
ナ
ル
）
等
が
見
え
る
。

○
念
仏
講
蚊
二
く
わ
れ
て
は
け
し
な
る
天
保
一
二
年
続
太
は
し
集
・

初
９
オ
（
乃
坪
）

○
啼
習
ふ
鴬
不
意
と
烟
草
が
甘
ふ
な
る
嘉
永
二
年
浮
草
集
・
初
１

ウ
（
同
）

こ
う
い
う
傾
向
は
従
来
関
西
方
言
の
主
流
と
見
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
早

く
楳
垣
実
氏
『
京
言
葉
』
（
一
九
四
六
年
、
高
桐
書
院
刊
）
に
（
剛
泙
）
、

・
ホ
シ
な
っ
て
き
た
（
欲
し
く
な
っ
て
来
た
）

．
え
ら
い
ア
ヅ
な
っ
た
な
－
（
大
変
暑
く
な
っ
た
ね
）

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
愛
知
県
方
言
と
し
て
も
、
次
の
よ
う
に

現
れ
て
い
る
。

・
名
古
屋
の
こ
と
ば
川
（
『
愛
知
県
の
方
言
』
〔
愛
知
県
教
育
委
員
会
著
作
編

集
、
文
化
財
図
書
刊
行
会
刊
、
一
九
八
九
年
三
月
〕
所
収
。
山
田
達
也
氏
・

丹
羽
一
彌
氏
執
筆
）

マ
コ
ン
ー
ナ
ニ
那
邸
丹
Ⅲ
剖
醐
付
Ｍ
ツ
イ
ー
ッ
ィ
ー
コ
チ
ラ
サ
メ

ァ
ー
モ
Ｍ
邪
刊
抽
刻
河
シ
メ
ア
ー
マ
シ
テ
ナ
モ
。
（
明
治
生
ま
れ
女
性
。

ま
あ
、
こ
ん
な
に
割
八
剖
榔
到
卦
邪
切
、
つ
い
つ
い
こ
ち
ら
様
へ
も
（
足
が
）

荊
河
削
吋
刻
可
し
ま
い
ま
し
て
ね
え
。
）
呪
泙
。

同
書
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
い
わ
ゆ
る
上
町
の
商
家
風
の
こ
と
ば
」

で
あ
る
と
い
う
が
、
上
の
「
浮
草
集
」
と
比
べ
る
と
、
「
甘
ふ
な
る
」
の
よ

う
な
「
ウ
音
便
形
」
が
、
こ
こ
で
は
「
サ
ム
ナ
ル
・
ト
オ
ナ
ル
」
の
よ
う
な

「
短
音
形
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
を
比
較
す
る
限
り
で
は
、
こ

の
地
域
で
も
、
恐
ら
く
京
都
方
言
と
同
様
な
短
音
化
現
象
が
起
こ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
多
く
の
資
料
の
比
較
が
必
要

で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
比
較
考
察
を
加
え
る
べ
き
近
世
期
方
言
の
資

料
が
提
供
さ
れ
て
い
る
点
で
、
本
書
の
記
述
は
ま
こ
と
に
有
意
義
で
あ
る
。

以
下
に
な
お
、
特
に
方
言
に
関
連
の
あ
る
事
項
が
扱
わ
れ
て
い
る
部
分
に

つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
て
お
く
。

五
九



駿
河
に
関
係
の
深
い
文
献
と
し
て
、
酒
落
本
『
阿
部
川
の
流
』
（
｜
迩
窪
）

。

と
地
誌
『
駿
国
雑
志
』
（
翫
廻
一
）
が
引
か
れ
て
い
る
。
後
者
は
『
駿
国
雑
誌
』

と
し
て
、
ペ
ー
ジ
に
引
い
て
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
に
あ
る
原
本
も
、
一
九
○

．

九
年
刊
の
活
字
版
も
『
駿
国
雑
志
』
で
あ
断
』
ま
た
、
推
量
の
助
動
詞
「
ウ

ズ
形
」
が
こ
れ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
あ
る
が
（
、
坪
）
、
実
例
は

省
略
さ
れ
て
い
る
。
文
献
名
だ
け
が
出
て
い
て
実
例
を
欠
く
の
は
、
こ
の
文

献
に
限
ら
ず
、
『
木
曽
街
道
続
膝
栗
毛
』
な
ど
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
あ

た
り
、
ほ
ん
の
一
例
で
も
よ
い
か
ら
実
例
が
出
て
い
れ
ば
、
よ
り
多
く
理
解

も
深
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
『
阿
部
川
の
流
』
に
は
「
き
（
来
）
さ
へ
す

れ
ば
じ
つ
き
科
削
裂
派
に
の
」
、
『
駿
国
雑
志
』
に
は
、

く
ふ

の
む

ゆ
く

ず
食
を
く
は
ず
、
呑
を
の
ま
ず
、
行
を
ゆ
か
ず
、
取
を
と
ら
ず
、
な

く
を

ど
云
へ
り
。
江
都
の
人
食
ふ
、
ゆ
か
う
、
と
云
ふ
に
同
じ
（
一
九
○

九
年
刊
の
活
字
版
羽
泙
）

の
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
い
用
例
が
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
『
阿
部
川
の
流
』
に
つ
い
て
は
「
信
頼
度
に
問
題
は
あ
る
が
」
（
、

洋
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
前
掲
の
「
や
ら
ず
」
に
つ
い
て
は
、

『
駿
国
雑
志
』
の
記
述
か
ら
も
信
用
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
駿

国
雑
志
』
所
収
の
方
言
の
信
頼
度
に
つ
い
て
は
、
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
（
駿

府
出
身
の
一
九
の
執
筆
）
の
駿
河
の
部
分
の
記
述
が
写
実
的
で
あ
る
こ
と
、

膝
栗
毛
所
収
の
方
言
が
『
駿
国
雑
志
』
の
応
用
で
よ
く
理
解
で
き
る
こ
と
等

か
ら
、
私
は
か
な
り
確
実
だ
と
考
え
て
い
る
（
拙
論
「
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

の
読
解
と
『
駿
国
雑
志
』
の
方
言
ｌ
「
え
れ
え
れ
・
ひ
や
う
た
ぐ
れ
」
な

ど
ｌ
」
〔
拙
著
『
方
言
学
論
考
ｌ
観
察
と
実
践
ｌ
』
一
九
八
四
年
東

宛
社
刊
〕
参
照
）
。

次
に
、
否
定
推
量
や
勧
誘
表
現
の
「
行
か
ま
い
」
「
や
ら
ま
い
」
等
が
「
行

こ
ま
い
」
「
や
る
ま
い
」
等
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
つ
き
、
芥
子
川
律
治
氏

の
説
に
ふ
れ
な
が
ら
、
次
の
主
旨
が
述
べ
て
あ
る
。

「
行
か
ま
い
」
「
や
ら
ま
い
」
等
は
、
「
行
か
う
ま
い
」
「
や
ら
う
ま
い
」

等
か
ら
「
ア
ウ
Ｖ
ア
ー
」
事
象
の
関
与
に
よ
り
成
立
し
た
と
い
う
芥
子

川
説
を
採
ら
ず
、
マ
イ
・
ベ
イ
な
ど
が
か
つ
て
未
然
形
接
続
と
も
な
っ

た
事
実
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
て
、
「
行
か
ま
い
」
「
や
ら
ま
い
」
は
そ
の

ゆ
れ
の
産
物
で
あ
り
、
「
未
然
形
プ
ラ
ス
マ
イ
」
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
そ
し
て
、
後
に
ウ
（
ヨ
ウ
）
形
が
上
方
地
方
か
ら
進
出
定
着
し
て
、

合
音
的
な
形
態
と
な
っ
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
た
も
の
か
。
（
畑
～
畑
泙

摘
意
）

そ
し
て
、

（
今
日
、
「
行
こ
ま
い
」
形
な
ど
の
分
布
は
こ
れ
と
よ
く
重
な
り
、
三
河

に
は
な
い
。
畑
泙
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
（
）
内
の
分
布
の
記
載
は
ど
の
よ
う
な
成
果

に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
右
の
叙
述
だ
け
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

脳
ペ
ー
ジ
注
（
４
）
に
挙
が
っ
て
い
る
江
端
義
夫
氏
の
論
文
「
中
部
地
方

域
方
言
の
推
量
表
現
の
分
布
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』
叩
一
溌
嵯
）
や
、
著

者
自
身
の
「
東
海
西
部
地
方
に
お
け
る
推
量
辞
の
分
布
と
歴
史
」
（
『
国
語
学
』

、
｜
設
哩
）
な
ど
に
も
、
イ
コ
マ
イ
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

私
の
知
る
限
り
で
は
、
芥
子
川
律
治
氏
の
論
文
「
愛
知
県
の
方
言
」
（
『
講

座
方
言
学
６
中
部
地
方
の
方
言
』
〔
一
九
八
三
年
一
月
謡
型
）
に
、
次
の

六
○



表
が
「
勧
誘
表
現
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

勧
誘
の
助
動
詞
マ
イ
（
マ
イ
カ
）
は
愛
知
県
の
特
異
な
助
動
詞
で
あ
る
。

現
在
で
は
尾
張
と
三
河
と
の
間
に
次
表
の
よ
う
に
明
ら
か
な
対
比
が
見

ら
れ
る
。語

例
尾
張
三
河

行
く
イ
コ
マ
イ
カ
イ
カ
マ
イ
カ

や
る
ヤ
ロ
マ
イ
カ
ヤ
ラ
マ
イ
カ

見
る
ミ
ヨ
マ
イ
カ
ミ
マ
イ
カ

為
る
シ
ヨ
マ
イ
カ
シ
マ
イ
カ

セ
マ
イ
カ

（
同
書
郡
泙
）

ま
た
同
書
、
「
新
潟
県
の
方
言
」
（
剣
持
隼
一
郎
氏
、
畑
泙
）
に
も
、
上
越

市
戸
野
目
方
言
の
実
例
と
し
て

エ
ッ
シ
ョ
ネ
エ
ゴ
マ
イ
カ
ネ
（
一
緒
に
行
か
な
い
か
）

と
あ
り
、
平
山
輝
男
氏
ほ
か
編
『
現
代
日
本
語
方
言
大
辞
典
６
』
（
駒
竪
遊

に
は
、
長
野
県
栄
村
秋
山
と
、
兵
庫
県
加
古
川
市
の
実
地
調
査
の
記
録
に
、

そ
れ
ぞ
れ
「
エ
ゴ
メ
ァ
ー
・
イ
コ
マ
イ
」
を
含
む
例
文
が
あ
る
の
で
、
か
り

に
こ
う
い
う
地
域
に
あ
っ
て
も
イ
カ
マ
イ
か
ら
イ
コ
マ
イ
ヘ
の
変
化
が
突
き

と
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
（
言
語
地
理
学
的
調
査
や
話
者
の
内
省
等
で
）
、
著

者
の
考
え
方
が
よ
り
一
層
確
実
性
を
増
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
上
記

大
辞
典
仙
泙
）

最
後
に
、
サ
行
イ
音
便
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

第
二
部
の
「
二
音
便
」
の
項
で
「
（
５
）
サ
行
イ
音
便
の
分
布
」
が
扱

わ
れ
て
お
り
、
「
駿
府
あ
た
り
」
に
つ
き
、
雑
俳
の
全
国
版
の
中
の

○
追
ひ
出
い
た
其
日
懸
リ
ハ
巡
り
来
て
ス
ン
プ
雑
俳
・
花
の
兄
“

期
１
１
咽
ウ

を
挙
げ
、
「
〔
駿
府
に
お
け
る
サ
行
イ
音
便
の
存
在
は
〕
い
く
ら
か
可
能
性
が

あ
り
そ
う
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、

今
日
で
も
こ
の
近
辺
に
サ
行
イ
音
便
は
劣
勢
な
模
様
で
あ
る
。
（
恥
坪
）

と
述
べ
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
旧
駿
河
近
辺
に
は
今
日
で
も
サ
行
イ
音
便
が
劣

勢
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
方
言
の
状
況
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
は
そ
の
根
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
静
岡
県
方
言
の
研
究
成

果
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

中
條
修
氏
は
静
岡
県
方
言
の
臨
地
調
査
に
基
づ
き
、
こ
の
県
の
サ
行
イ
音

オ
オ
ヤ

便
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
静
岡
市
大
谷
方
言
）

サ
行
四
段
動
詞
の
イ
音
便
化
は
盛
ん
で
、
三
拍
以
上
の
動
詞
の
過
去
形

は
音
便
形
を
と
る
。

オ
ト
イ
タ
〔
。
ｇ
旨
〕
（
落
と
し
た
）
、
サ
ガ
イ
タ
〔
ぬ
９
画
旨
〕
（
捜
し

た
）
、
ツ
ブ
イ
タ
冒
巨
冒
冒
〕

こ
の
サ
行
イ
音
便
の
等
語
線
は
、
東
海
道
筋
で
は
静
岡
県
と
神
奈
川

県
の
県
境
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
〔
下
略
〕
（
「
静
岡
県
方
言
」
〔
平
山
輝
男

氏
ほ
か
編
『
現
代
日
本
語
方
言
大
辞
典
１
』
駐
竪
琶
唖
泙
）

な
お
「
出
す
・
刺
す
」
な
ど
ア
ク
セ
ン
ト
が
頭
高
型
の
語
に
は
音
便
が
認

め
ら
れ
る
が
、
「
押
す
・
越
す
・
足
す
」
な
ど
平
板
型
で
は
音
便
化
し
な
い

傾
向
が
強
い
と
い
う
（
中
條
氏
）
。

音
便
化
の
程
度
や
分
布
範
囲
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
れ
ば
「
盛
ん
」
で
あ
り
、

一
ハ
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一
方
で
、
実
際
の

自
然
談
話
の
資
料

等
に
も
あ
た
っ
て

み
る
必
要
が
あ
奄

私
は
静
岡
市

ア
サ
パ
タ

麻
機
一
九
二
七
年

生
れ
の
女
性
［
Ａ
］

（
高
年
層
）
と
同

市
南
安
倍
町
一
九

四
四
年
生
れ
の
男

査
し
て
、
次
の
よ

「
劣
勢
」
で
あ
る
の
か
問
題
だ
が
、
中
條
氏
は
ま
た
、
『
講
座
方
言
学
６
・

中
部
地
方
の
方
言
』
所
収
の
「
静
岡
県
の
方
言
」
で
、
こ
の
音
便
が
特
に
県

西
部
で
、
ま
た
、
高
年
層
で
優
勢
・
活
発
だ
と
し
て
い
る
（
同
書
皿
秤
）
。

こ
う
い
う
音
便
化
は
動
詞
の
種
類
・
使
用
度
数
や
話
者
の
年
齢
等
に
も
関

係
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
実
態
解
明
に
は
特
定
の
調
査
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
し
、

月
…

形
を
確
か
め
た
。

年
層
）
に
面
接
調

性
〔
Ｂ
〕
（
中
・
高

う
な
サ
行
イ
音
便

（
一
九
九
九
年
二

A氏

〔秘密を〕

〔人を〕

○〔人を〕

〔昔を〕

○〔物を〕

〔山を〕

〔よそから〕

〔物を〕

○〔米を〕

〔物を〕

〔ノミを〕

〔くせを〕

〔水を〕

○〔飯を〕

B氏

明カイタ（明かした）
ダ

追イ出イタ（追い出した）

オケータ（起こした）
ダ

思イ出イタ（思い出した）

カキータ（隠した）
クズ

崩イタ（崩した）
．

越イテキタ（越して来た）
サガ

探イタ（探した）

デャータ（出した〔供出した〕）

散ラカイタ（散らかした）

ツブイタ（つぶした）
ナオ

直イタ（直した）
ナガ

流イタ（流した）

ノケータ（残した）

明カシタ

追ン出イタ

オケータ

思イ出イタ

カキータ

崩イタ

越イテキタ

探イタ

デャータ

ヒシ散ラカイタ

ツブイタ

直イタ

ナゲータ

ノケータ

「
明
カ
ス
・
越
ス
・
探
ス
・
散
ラ
カ
ス
・
ヅ
ブ
ス
」
は
ア
ク
セ
ン

ト
が
平
板
型
で
あ
る
が
（
大
谷
方
言
と
は
異
な
っ
て
）
音
便
化
し

て
お
り
、
ま
た
静
岡
市
の
位
置
は
（
県
西
部
で
な
く
）
中
部
で
あ

る
が
、
こ
れ
だ
け
の
音
便
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

た
ま
た
ま
私
の
手
元
に
あ
る
県
内
の
自
然
談
話
資
料
に
即
し
て
言

う
と
、
中
部
以
外
の
地
域
で
も
、
明
治
生
れ
な
ど
の
高
年
層
か
ら

一
貫
し
て
こ
の
イ
音
便
化
が
引
き
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
、
「
出
シ
テ
」
が
「
デ
ャ
ー
テ
・
ダ
イ
テ
」
に
な
る
実
例
を
中

心
と
し
て
示
し
て
み
る
。

鰐【

｢オケータ」は[okoita→oke:ta)

｢カキータ」は[kakuita→kaki:ta)

｢デヤータ」は(daita→da:ta)

｢ノケータ」は(nokoita→noke:ta]

一
ハ
ー
ー



○
静
岡
市
螂
リ
鍼
（
『
）
一
八
八
七
〔
明
治
二
○
〕
年
生
れ
女
性
、
一
九
五
五
年

収
録
）
〔
県
中
部
方
言
〕

俳斜一什一、○
静
岡
市
南
〔
嚇
榔
〕
（
一
）
一
九
二
〔
明
治
四
四
〕
年
生
れ
男
性
、
一
九
七

五
年
収
録
文
字
化
）
〔
県
中
部
方
言
〕

蝿
鯉
轆
認
；

○
浜
名
郡
綻
周
町
駆
殿
（
一
八
九
八
〔
明
治
一
三
〕
年
生
れ
男
性
一
九
七

○
年
収
録
文
字
化
）
〔
県
西
部
方
言
〕

一
鍬
聴
け
〃
〔
笛
の
音
を
〕
塑

○
小
笠
郡
対
話
町
犬
坂
（
一
八
九
九
〔
明
冶
一
三
〕
年
生
れ
男
性
、
一
九
七

○
年
収
録
文
字
化
）
〔
県
西
部
方
言
〕

ア
ノ
ー
ク
サ
ー
ア
ノ
ー
セ
ー
オ
列
バ
ェ
ガ

草
は
あ
の
、
精
を
だ
し
て

ト
ッ
タ
ト
ケ
ー
ト
ア
ノ
ー
リ
ン
サ
ン
チ
ン

取
っ
た
と
こ
〔
所
〕
へ
と
あ
の
、
林
さ
ん
の
う
ち
の

サ
キ
ャ
ー
ホ
ー
ワ
ハ
ー
エ
タ
ッ
ケ
ネ
ヤ
ー

境
の
方
は
生
え
た
つ
け
ね
、
（
咽
泙
）

曲
金
で
は
こ
の
ほ
か
「
ヒ
ヤ
キ
ャ
ー
テ
（
〔
ヒ
ヤ
カ
シ
ー
乙
浸
し
て
）
・
ハ

ヤ
ー
テ
（
生
や
し
て
）
・
イ
ノ
カ
イ
チ
ャ
ー
（
動
か
し
て
は
）
・
オ
ケ
ー
テ
（
起

こ
し
て
）
」
等
が
現
れ
、
麻
機
で
は
「
コ
イ
テ
（
引
っ
越
し
て
）
・
ク
ジ
ー
テ

（
崩
し
て
・
前
掲
Ａ
氏
回
答
に
も
あ
り
）
」
等
が
現
れ
、
新
居
で
は
「
オ
ト

イ
タ
ナ
ー
（
落
と
し
た
な
あ
）
・
ゴ
マ
カ
イ
チ
ャ
ッ
タ
（
一
」
ま
か
し
ち
ゃ
っ

た
）
・
ト
ー
イ
チ
ャ
ッ
タ
（
通
し
ち
ゃ
っ
た
）
」
等
、
大
坂
で
は
「
ハ
ナ
イ
テ

ル
イ
ト
ニ
（
話
し
て
い
る
う
ち
に
）
・
タ
メ
イ
テ
（
試
し
て
）
・
ヅ
キ
タ
オ
ィ

テ
（
突
き
倒
し
て
）
・
〔
貨
幣
を
〕
ク
ズ
イ
テ
（
崩
し
て
）
」
等
が
現
れ
て
い

る
。
ま
だ
調
査
は
十
分
で
は
な
い
が
、
大
体
の
状
況
は
以
上
の
と
お
り
で
あ

る
。
「
盛
ん
」
か
「
劣
勢
」
か
の
判
断
は
難
し
い
が
、
彦
坂
氏
の
指
摘
を
も

と
と
し
て
静
岡
県
の
実
情
に
ふ
れ
て
み
た
。
少
な
く
と
も
、
著
者
が
駿
府
の

雑
俳
資
料
に
基
づ
い
て
示
し
た
「
追
い
出
い
た
」
は
、
現
在
静
岡
市
の
中
高

年
層
に
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
に
限
ら
ず
、
著
者
が
本
書
で
述
べ
た
近
世
期
方
言
の
資
料
が
、
現
在

の
方
言
で
ど
の
程
度
保
存
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
作
業
は
、
今
後
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
確
実
な
事
例
に
基
づ
く
成
果
を
豊
富

コ
ー
ト
ー
ガ
ッ
コ
ー
オ
リ
ガ
ニ
マ
ン
サ
ン
ゼ
ン
エ
ン
ダ
ー

高
卒
が
二
万
三
千
円
だ
の

ゴ
セ
ン
エ
ン
ダ
ー
テ
ッ
テ
コ
ー
コ
ク
オ

五
千
円
だ
の
っ
て
広
告
を

列
八
型
苅
ド
ン
ド
ン
ボ
シ
ュ
ー
ス
ル
デ
シ
ョ
ー

出
し
て
ど
ん
ど
ん
募
集
す
る
で
し
ょ
う
（
娼
泙
）

一
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に
提
示
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
特
に
方
言
史
研
究
上
、
本
書
の
貢
献
は
ま
こ

と
に
大
で
あ
る
。
私
は
た
ま
た
ま
、
静
岡
県
（
旧
駿
河
を
含
め
て
）
の
方
言

と
の
関
連
を
中
心
に
述
べ
た
が
、
そ
の
他
の
地
域
の
方
言
に
つ
い
て
も
、
比

較
考
察
が
加
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
有
意
義
で
あ
る
と
思
う
。

た
だ
し
、
私
自
身
は
、
近
世
期
方
言
を
専
門
と
し
て
扱
っ
た
経
験
は
乏
し

く
、
従
来
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
の
方
言
と
近
世
期
方
言
と
の
対
照
を
多

少
考
え
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
著
者
の
専
門
的
な
御
研
究
を
評
す
る
資

格
は
十
分
で
な
か
っ
た
。
従
っ
て
著
者
の
御
見
解
の
一
部
に
つ
い
て
私
見
を

述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
・

尾
張
中
心
の
近
世
期
方
言
の
諸
相
に
つ
き
、
新
資
料
を
も
駆
使
し
て
堅
実

な
成
果
を
学
界
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
新
世
紀
の
方
言
学
へ
向
け
て

の
著
者
の
貢
献
は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

主
屯
、
″
〃（

１
）
『
国
書
総
目
録
』
第
五
巻
に
、
「
駿
国
雑
和
訊
喝
四
九
巻
七
八
冊
」
と
あ

（
２
）
以
下
に
私
の
調
査
結
果
を
述
べ
る
が
、
従
来
の
研
究
で
は
す
で
に
小
泉

保
氏
が
、
静
岡
県
の
西
中
部
方
言
を
基
本
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
サ
行

イ
音
便
形
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
（
「
語
法
」
〔
『
図
説
静
岡
県
方
言
辞

典
』
静
岡
県
方
言
研
究
会
・
静
岡
大
学
方
言
研
究
会
共
編
、
一
九
八
七
年

「
ナ
ン
ニ
モ
カ
カ
ズ
ニ
列
硬
父
芯
鈍
．
」
「
ナ
ン
ニ
モ
カ
カ
ッ
コ
シ

列
翻
飛
祁
舛
」
（
何
も
書
か
な
い
で
渡
し
た
。
）
（
別
泙
）

る
。

三
月
吉
見
書
店
刊
〕
）

「
ナ
ン
ニ
モ
力
労

「
ョ
マ
ス
」
↓
「
ョ
マ
カ
イ
タ
」
Ｖ
「
ョ
マ
ケ
ー
タ
」
（
東
部
）
（
同
）

「
カ
ミ
ョ
ー
棚
測
都
爽
芯
外
」
紙
を
飛
ば
し
た
。
（
お
坪
）

（
３
）
山
口
幸
洋
氏
『
方
言
文
資
料
報
告
２
静
岡
市
旧
市
域
方
言
〔
静
岡
市

曲
金
方
言
〕
』
一
九
七
四
年
同
氏
刊

（
４
）
国
立
国
語
研
究
所
編
『
方
言
談
話
資
料
５
１
１
‐
岩
手
・
宮
城
・
千
葉
・

静
岡
１
１
凸
一
九
八
一
年
同
研
究
所
刊
（
静
岡
の
部
は
日
野
が
担
当
し
た
）

（
５
）
山
口
幸
洋
氏
『
方
言
文
資
料
報
告
（
５
）
静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町
新

居
方
言
（
２
）
』
一
九
七
八
年
同
氏
刊

（
６
）
山
口
幸
洋
氏
『
方
言
文
資
料
報
告
（
１
）
静
岡
県
小
笠
郡
大
東
町
大

坂
方
言
（
上
）
』
一
九
七
四
年
同
氏
刊

（
一
九
九
七
年
三
月
三
一
日
和
泉
書
院
発
行
、
Ａ
５
版
・
四
一
○
ペ
ー
ジ
）

（
ひ
の
．
す
け
ず
み
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

六

四


